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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単な構造で収容物を説明する表示部を側面に
設けるとともに、表示部を簡単に取り外して在庫の管理
等に利用できる包装用箱を提供する。
【解決手段】一枚のブランクシートから一体的に打ち抜
かれた箱体形成片１２から成り、箱体形成片１２には、
互いに平行に連接され筒体に組み立てられる側面１４，
１６，１８，２０を有し、側面１６には表示部４８を備
える。表示部４８の表面には、収容物についての情報を
示す表示事項６２が印刷されている。表示部４８は、破
断線４８ａ，４８ｂ，４８ｃで囲まれ、破断線４８ｃに
隣接して押込部５０を備える。押込部５０には、表示部
４８との間の破断線４８ｃと交差する内側折曲線５４が
形成されている。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一枚のブランクシートから一体的に打ち抜かれた箱体形成片から成り、前記箱体形成片
には、互いに平行に連接され筒体に組み立てられる側面が設けられ、前記側面には表示部
が設けられ、前記表示部の表面には収容物についての情報を示す表示事項が印刷されて設
けられ、前記表示部は破断線で囲まれて切り離し可能に設けられ、前記表示部の前記破断
線の一方に隣接して押込部が設けられ、前記押込部は、前記破断線と、前記破断線に連続
する周縁折曲線で囲まれて周囲と区切られ、前記押込部には前記表示部との間の破断線に
交差する内側折曲線が設けられていることを特徴とする包装用箱。
【請求項２】
　前記表示部の互いに平行な一対の前記破断線は、前記側面の折罫線の延長線上に位置し
ている請求項１記載の包装用箱。
【請求項３】
　前記表示部は一つの前記側面と隣接する他の側面に接して設けられ、前記押込部は一対
の側面同士で作られる角部を超えて前記隣接する側面に達して設けられ、前記表示部と前
記押込部の間の破断線は、前記表示部の外側に延出し、前記一対の側面同士で作られる角
部を超えて隣接する側面に達して設けられている請求項２記載の包装用箱。
【請求項４】
　前記表示部は前記箱体形成片の一側面内に形成され、前記押込部は、前記表示部が形成
された側面に連接する側面と前記表示部との間に設けられている請求項１記載の包装用箱
。
【請求項５】
　前記押込部の周縁折曲線は、破断線である請求項１乃至４のいずれか記載の包装用箱。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、取り外し可能な表示部が一体に設けられ、表示部には収容物に関する情報
が印刷されている包装用箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、商品を収容して保管や陳列を行う包装用箱は、箱体表面に収容物の名称や特性に
ついての情報等が印刷されたものがある。そして、箱体表面に印刷された情報を利用する
ため、箱体本体の一部を情報が印刷された部分を囲んで切断して表示部として利用するも
のがある。例えば、特許文献１に開示されている包装容器は、複数の側面から成り、その
うちの少なくとも一面が開封部を有する開封面で、前記開封面と異なる面の少なくとも一
面が外側片及び内側片からなる二重構造であり、外側片には内容物情報が印刷され、外側
片の一部または全部が切除されるように、内容物情報の周囲に切除部が構成されている。
切除部を囲む切断線にはタブが連続して設けられ、容易に切断線を切断して取り外すこと
ができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１７２０９９号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記背景技術の場合、外側片及び内側片からなる二重構造とするために、箱体を形成す
る４個の側面と、糊付をするための折返片の他に、情報カードが設けられた外側片が設け
られている。このため、ブランクシートの使用面積が広くなり、また糊を付ける面積や箇
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所が多くなり、組立工程が面倒でコストがかかるものである。しかも、切除部を囲む切断
線に連続するタブは、側面の端部に設けられ側面の端部よりも外側に突出して設けられて
いるため、箱体を組み立てた時に側面同士の角部からわずかに外側に突出するため、他の
部材に引っ掛かって折り曲げられたり切れたりして、傷みやすいものである。また不用意
に切断線が切断される恐れもある。
【０００５】
　この考案は、上記背景技術の問題点に鑑みてなされたものであり、簡単な構造で収容物
を説明する表示事項が設けられた表示部を側面に設けることができ、表示部を簡単に取り
外して在庫の管理等に利用することができる包装用箱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案は、一枚のブランクシートから一体的に打ち抜かれた箱体形成片から成り、前記
箱体形成片には、互いに平行に連接され筒体に組み立てられる側面が設けられ、前記側面
には表示部が設けられ、前記表示部の表面には収容物についての情報を示す表示事項が印
刷されて設けられている包装用箱である。前記表示部は破断線で囲まれて切り離し可能に
設けられ、前記表示部の前記破断線の一方に隣接して押込部が設けられている。そして、
前記押込部は、前記破断線と、前記破断線に連続する周縁折曲線で囲まれて周囲と区切ら
れ、前記押込部には前記表示部との間の破断線に交差する内側折曲線が設けられている包
装用箱である。前記表示部の互いに平行な一対の前記破断線は、前記側面の折罫線の延長
線上に位置している。前記破断線は、ミシン線、ジッパー線、半切り線等である。
【０００７】
　前記表示部は一つの前記側面と隣接する他の側面に接して設けられ、前記押込部は、前
記一対の側面同士で作られる角部を超えて前記隣接する側面に達して設けられ、前記表示
部と前記押込部の間の破断線は、前記表示部の外側に延出し、前記一対の側面同士で作ら
れる角部を超えて隣接する側面に達して設けられている。
【０００８】
　前記表示部は前記箱体形成片の一側面内に形成され、前記押込部は、前記表示部が形成
された側面に連接する側面と前記表示部との間に設けられているものである。さらに、前
記押込部の周縁折曲線は、破断線でもよい。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案の包装用箱は、簡単な構造で収容物を説明する表示事項が設けられた表示部を側
面に設けることができ、表示部を簡単に取り外して在庫の管理等に利用することができる
。さらに、表示部に隣接して押込部が設けられ、押込部を押して箱体の内側に押し込むと
表示部と押込部の間に隙間が生じるため、この隙間に指を差し込み、表示部を引き起こす
ことにより簡単に箱体本体から切り離すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この考案の第一実施形態の包装用箱の斜視図である。
【図２】この考案の第一実施形態の包装用箱の使用状態を示す斜視図である。
【図３】この考案の第一実施形態の包装用箱の展開図である。
【図４】この考案の第二実施形態の包装用箱の斜視図である。
【図５】この考案の第二実施形態の包装用箱の使用状態を示す斜視図である。
【図６】この考案の第二実施形態の包装用箱の展開図である。
【図７】この考案の第三実施形態の包装用箱の斜視図である。
【図８】この考案の第三実施形態の包装用箱の使用状態を示す斜視図である。
【図９】この考案の第三実施形態の包装用箱の展開図である。
【図１０】この考案の第四実施形態の包装用箱の斜視図である。
【図１１】この考案の第四実施形態の包装用箱の展開図である。
【考案を実施するための形態】
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【００１１】
　以下、この考案の実施形態について図面に基づいて説明する。図１～図３はこの考案の
第一実施形態を示すもので、この実施形態の包装用箱１０は、紙製等の一枚のブランクシ
ートを打ち抜いて形成された箱体形成片１２を組み立てて設けられている。
【００１２】
　図３は、箱体形成片１２を表面から見た展開図であり、箱体形成片１２は、側面１４，
１６，１８，２０が、互いに平行に連接して形成されている。側面１４，１６，１８，２
０は、連接方向と直交する幅方向の長さは同じ長さであり、それと直交する連接方向の長
さは側面１４，１８が少し長くて互いにほぼ等しく、側面１６，２０がわずかに短くて互
いにほぼ等しい。側面１４の側縁部には、包装用箱１０の組立状態で側面２０の裏面に糊
付けされる糊付片２２が設けられている。そして、糊付片２２、側面１４，１６，１８，
２０は、各々折罫線２４，２６，２８，３０で区切られている。
【００１３】
　側面１４の、側面同士の連接方向に対して直角な方向の一対の端部には、矩形の蓋片３
２が折罫線３４で区切られて各々設けられている。蓋片３２の折罫線３４と反対側の端部
には、さらに差込片３６が折罫線３８で区切られて設けられている。
【００１４】
　側面１６の、側面同士の連接方向に対して直角な方向の一方の端部には、台形状のフラ
ップ４０が折罫線４２で区切られて各々設けられている。側面１６の、折罫線４２と反対
側の端部には、フラップ４０と同形のフラップ４４が折罫線４６で区切られて各々設けら
れている。
【００１５】
　側面１６内には表示部４８が設けられている。表示部４８は、折罫線２６，２８に隣接
する矩形であり、折罫線４２に対して平行で折罫線４２からわずかに離れた位置に設けら
れ折罫線２６，２８に達する破断線であるミシン線４８ａと、ミシン線４８ａの両端部か
ら折罫線２６，２８と一致して、折罫線４２の反対側の折罫線４６に向かって延出した破
断線である一対のジッパー線４８ｂと、ジッパー線４８ｂの折罫線４６から離れた端部同
士を連結し折罫線４６に対して平行に位置した破断線であるジッパー線４８ｃで囲まれた
長方形である。折罫線４６とジッパー線４８ｃの間隔は、他方の折罫線４２とミシン線４
８ａの間隔よりも長く設けられている。
【００１６】
　側面１６の、ジッパー線４８ｃと折罫線４６の間の部分は、矩形の押込部５０として形
成されている。押込部５０は、一対のジッパー線４８ｂの延長線上に位置する周縁折曲線
５１が各々設けられて周囲と区切られている。周縁折曲線５１の、側面１４に隣接する方
には、ジッパー線４８ｃに連続する切込線５２が設けられている。押込部５０の中心には
、ジッパー線４８ｃと切込線５２で作られた角部を分割する対角線に沿って内側折曲線５
４が設けられている。内側折曲線５４には、折れやすいように破断線５６が設けられてい
る。
【００１７】
　側面２０の、側面同士の連接方向に対して直角な一対の端部には、台形状のフラップ５
８が折罫線６０で区切られて各々設けられている。
【００１８】
　表示部４８には、収容物について説明する表示事項６２が印刷されている。表示事項６
２は、文字や絵等で形成され、押込部５０にも押すことを示す文字等が印刷されてもよい
。収容物が医薬品の場合、商品名や製造番号等が印刷される。
【００１９】
　次に、この実施形態の包装用箱１０の組立方法の一例について説明する。なお、ここで
は図３が包装用箱１０の箱体形成片１２の表面を見たものであり、箱体形成片１２の表面
が凸になる折り方を正折り、そして裏面が凸になる折り方を逆折りと称する。
【００２０】
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　まず、糊付片２２の表面に、糊６４を塗布する。そして、折罫線２６を正折りし、次に
折罫線３０を正折りする。これにより、側面２０の裏面に糊６４により糊付片２２が糊付
けされる。これにより折り畳み状態となり、この状態で箱体形成片１２による折り畳み状
態の包装用箱１０が出荷される。
【００２１】
　次に、収容物を収容し包装する工場等において、折罫線２４，２６，２８，３０を各々
９０°に正折りして四角形の箱体にする。箱体の一方の端部の折罫線４６，６０でフラッ
プ４４，５８を正折りし、折罫線３４で蓋片３２を９０°に正折りし、差込片３６を折罫
線３８で正折りする。このとき、差込片３６を側面１８の裏面に差し込み、係止し、一方
の端部の開口を閉鎖する。次に、組み立てられた側面１４，１６，１８，２０と蓋片３２
から成る箱体の内側に収容物を入れ、同様の工程で他方の端部に蓋片３２を係止して開口
を閉鎖する。これで図１に示すように組み立てが完了する。
【００２２】
　次に、包装用箱１０の使用方法について説明する。包装用箱１０に入れられた薬剤等の
商品を棚等に置いて在庫等の管理をする場合、商品である収容物の内容を表示するために
、表示部４８を切り離して棚のフレーム材等に貼り付ける。切り離す方法は、まず押込部
５０を押してジッパー線４８ｃと切込線５２を切断し、内側折曲線５４を押して逆折りし
ながら、押込部５０のジッパー線４８ｃと切込線５２で囲まれた角部を包装用箱１０の中
側へ押し込む。この時、図２に示すように周縁折曲線５１と折罫線４６は、９０°以上に
正折りされ、表示部４８と押込部５０の間に隙間が生じる。この隙間に指を差し込み、表
示部４８を引き起こし、一対のジッパー線４８ｂが切断され、次にミシン線４８ａが切断
され、表示部４８が箱体本体から切り離される。
【００２３】
　この実施形態の包装用箱１０によれば、簡単な構造で、収容物を説明する表示事項６２
が設けられた表示部４８を一体に設けることができる。これにより、薬剤等の管理におけ
るミスを防ぎ、薬剤等の商品の使用の安全性を高めることができる。しかも、組立工程が
簡単で、コストが安価であり、表示部４８はミシン線４８ａ、ジッパー線４８ｂ，４８ｃ
で箱体本体と区切られ、簡単に取り外して薬剤等の商品を置いた棚等に貼り付けて、在庫
の管理等を行うことができる。
【００２４】
　その他、この実施形態の包装用箱１０は、押込部５０が大きく形成され、押し込む簡単
な操作でジッパー線４８ｃと切込線５２が切断され、また内側折曲線５４を折ることで、
表示部４８との隙間を大きくすることができ、指を差し込みやすくすることができる。箱
体の角部に表示部４８を保持するためのタグ等が突出していないため、他の部材にぶつか
って傷んだり不用意に各ジッパー線が切断されることがなく安全である。
【００２５】
　次に、この考案の第二実施形態について図４～図６に基づいて説明する。なお、ここで
、上記実施形態と同様の部材は同様の符号を付して説明を省略する。この実施形態の包装
用箱６６は、紙製等の一枚のブランクシートを打ち抜いて形成された箱体形成片６８を組
み立てて設けられている。
【００２６】
　図６は、箱体形成片６８を表面から見た展開図であり、箱体形成片６８は、側面１４，
１６，１８，２０が、互いに平行に連接して形成されている。側面１４の側縁部には糊付
片２２が設けられている。そして、糊付片２２、側面１４，１６，１８，２０は、各々折
罫線２４，２６，２８，３０で区切られている。
【００２７】
　側面１６内には表示部４８が設けられている。表示部４８は、折罫線２６，２８に隣接
する矩形であり、折罫線４２に対して平行で折罫線４２からわずかに離れた位置に設けら
れ折罫線２６，２８に達するミシン線４８ａと、ミシン線４８ａの両端部から折罫線２６
，２８と一致して、折罫線４２の反対側の折罫線４６に向かって延出する一対のジッパー
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線４８ｂと、ジッパー線４８ｂの折罫線４６から離れた端部同士を連結し折罫線４６に対
して平行に位置するジッパー線４８ｃで囲まれた長方形である。折罫線４６とジッパー線
４８ｃの間隔は、他方の折罫線４２とミシン線４８ａの間隔よりも長く設けられている。
【００２８】
　側面１６の、表示部４８の折罫線４６側には、ジッパー線４８ｃに隣接する部分に押込
部７０が設けられている。押込部７０は、ジッパー線４８ｃに対して平行方向が長い長方
形に形成されている。ジッパー線４８ｃの中間付近から、切断部分が長い破断線７２とな
り、破断線７２の先端は折罫線２６を通過して側面１４に突出している。押込部７０は、
破断線７２と、破断線７２に対して平行に位置する破断線７４と、破断線７２，７４の両
端部同士を結ぶ直線の周縁折曲線７６で囲まれて周囲と区切られている。破断線７４は、
ジッパー線４８ｃと折罫線４６の中間よりもわずかにジッパー線４８ｃに近い位置に設け
られている。押込部７０には、破断線７２に対して直角に交差する内側折曲線７８，８０
が設けられ、内側折曲線７８は側面１４との間を区切る折罫線２６に一致し、内側折曲線
８０は周縁折曲線７６近傍に設けられている。
【００２９】
　表示部４８には、収容物について説明する表示事項６２が印刷されている。表示事項６
２は、文字や絵等で形成され、押込部７０にも押すことを示す文字等が印刷されてもよい
。
【００３０】
　次に、この実施形態の包装用箱６６の組立方法の一例について説明する。なお、ここで
は図６が包装用箱６６の箱体形成片６８の表面を見たものであり、箱体形成片６８の表面
が凸になる折り方を正折り、そして裏面が凸になる折り方を逆折りと称する。
【００３１】
　まず、糊付片２２の表面に、糊６４を塗布する。そして、折罫線２６を正折りし、次に
折罫線３０を正折りする。これにより、側面２０の裏面に糊６４により糊付片２２が糊付
けされる。これにより折り畳み状態となり、この状態で箱体形成片６８による折り畳み状
態の包装用箱６６が出荷される。
【００３２】
　次に、収容物を収容し包装する工場等において、折罫線２４，２６，２８，３０を各々
９０°に正折りして四角形の箱体にする。箱体の内側に収容物を入れ、折罫線４２，４６
，６０でフラップ４０，４４，５８を正折りし、折罫線３４で蓋片３２を９０°に正折り
して開口を閉鎖する。これで図４に示すように組み立てが完了する。
【００３３】
　次に、包装用箱６６の使用方法について説明する。表示部４８を切り離すときは、まず
押込部７０を押して破断線７２，７４を切断し、一対の周縁折曲線７６を正折りし、この
とき内側折曲線８０は逆折りされ、押込部７０は箱体の内側にＬ字形に折り曲げられてく
ぼむ。これにより図５に示すように表示部４８と押込部７０の間に隙間が生じる。この隙
間に指を差し込み、表示部４８を引き起こし、ジッパー線４８ｃが切断され、一対のジッ
パー線４８ｂが切断され、次にミシン線４８ａが切断され、表示部４８が箱体本体から切
り離される。
【００３４】
　この実施形態の包装用箱６６によれば、上記実施の形態と同様の効果を有するものであ
る。押込部７０は折罫線２６を通過して側面１４，１６にわたって設けられているため、
押し込んだ時に折罫線２６の角部が切り欠かれて大きく変位して表示部４８との隙間が大
きく形成することができ、指を差し込みやすくすることができる。
【００３５】
　次にこの考案の第三実施形態について図７～図９に基づいて説明する。なお、ここで、
上記実施形態と同様の部材は同様の符号を付して説明を省略する。この実施形態の包装用
箱８２は、紙製等の一枚のブランクシートを打ち抜いて形成された箱体形成片８４を組み
立てて設けられている。
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【００３６】
　図９は、箱体形成片８４を表面から見た展開図であり、箱体形成片８４は、側面１４，
１６，１８，８６が、互いに平行に連接して形成されている。側面８６の側縁部には糊付
片８８が設けられている。そして、側面１４，１６，１８，８６、糊付片８８は、各々折
罫線２６，２８、及び折罫線を兼ねるジッパー線８９，９０で区切られている。
【００３７】
　側面１４の、側面同士の連接方向に対して直角な方向の一方の端部には、矩形の上蓋片
１１４が折罫線１１６で区切られて設けられ、上蓋片１１４の折罫線１１６と反対側の端
部には、さらに差込片１１８が折罫線１２０で区切られて設けられている。側面１４の、
折罫線１１６と反対側の端部には、矩形の外側底蓋片１２２が折罫線１２４で区切られて
設けられている。
【００３８】
　側面１６の、折罫線１１６に連続する端部には、台形状の上フラップ１２６が折罫線１
２８で区切られて設けられている。側面１６の、折罫線１２８と反対側の端部には、外側
底蓋片１２２よりも小形の長方形の底フラップ１３０が折罫線１３２と区切られて設けら
れている。
【００３９】
　側面１８の、折罫線１２８に連続する端部には、開封用のコの字形の破断線１３４が設
けられている。側面１８の反対側の端部には、外側底蓋片１２２よりも小形の内側底蓋片
１３６が折罫線１３８で区切られて設けられている。
【００４０】
　側面８６の、側面１８の破断線１３４を有する端部に連続する端部には、台形状の上フ
ラップ９２がミシン線９４で区切られて設けられている。側面８６の、ミシン線９４と反
対側の端部には、底フラップ１３０とほぼ同じ大きさの長方形である底フラップ９６が折
罫線９８で区切られて各々設けられている。
【００４１】
　側面８６内には表示部１００が設けられている。表示部１００は、ジッパー線８９，９
０、ミシン線９４で囲まれており、ミシン線９４と反対側の端部は、折罫線９８に対して
平行に位置し折罫線９８から平行に離れたミシン線１０１が設けられ、周囲と区切られて
いる。
【００４２】
　側面８６の、表示部１００の折罫線９８側の部分、即ちミシン線１０１と折罫線９８の
間の部分が、押込部１０２である。押込部１０２は、ミシン線１０１に対して平行な方向
が長い長方形に形成されている。ミシン線１０１のジッパー線８９側の端部は、ジッパー
線８９を通過して側面１８に突出し先端は押込部１０２に近づくように湾曲して折り返さ
れ、ミシン線１０１の他方の端部はジッパー線９０に交差して連続している。押込部１０
２は、ミシン線１０１と、ミシン線１０１の先端に連続して折罫線９８の端部に達する周
縁折曲線１０４と、折罫線９８と、ジッパー線９０の延長線上に位置する周縁折曲線１０
６で囲まれて周囲と区切られている。押込部１０２には、ミシン線１０１に交差する３本
の内側折曲線１０８，１１０，１１２が設けられている。内側折曲線１０８はジッパー線
８９の延長線上に一致して設けられ、内側折曲線１１０は内側折曲線１０８と折罫線９８
の交点とミシン線１０１を結びミシン線１０１に近づくに従い内側折曲線１０８から離れ
る所定の角度で傾斜して設けられ、内側折曲線１１２は、周縁折曲線１０６と折罫線９８
の交点とミシン線１０１を結び、内側折曲線１１０と線対象となる角度で傾斜して設けら
れている。
【００４３】
　表示部１００には、収容物について説明する表示事項１４６が印刷されている。表示事
項１４６は、文字や絵等で形成され、押込部１０２にも押すことを示す文字等が印刷され
てもよい。
【００４４】
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　次に、この実施形態の包装用箱８２の組立方法の一例について説明する。なお、ここで
図９が包装用箱８２の箱体形成片８４の表面を見たものであり、箱体形成片８４の表面が
凸になる折り方を正折り、そして裏面が凸になる折り方を逆折りと称する。
【００４５】
　まず、糊付片８８の表面に、糊１４０を塗布する。そして、ジッパー線８９と内側折曲
線１０８を正折りし、次に折罫線２６を正折りする。これにより、側面１４の裏面に糊１
４０により糊付片８８が糊付けされる。これにより折り畳み状態となり、この状態で箱体
形成片８４による折り畳み状態の包装用箱８２が出荷される。
【００４６】
　次に、収容物を収容し包装する工場等において、折罫線２６，２８、ジッパー線８９，
９０を各々９０°に正折りして四角形の箱体にする。外側底蓋片１２２の裏面に糊１４２
を塗布し、折罫線９８，１３２で底フラップ９６，１３０を各々９０°に正折りし、次に
折罫線１３８で内側底蓋片１３６を９０°に正折りし、さらに折罫線１２４で外側底蓋片
１２２を９０°に正折りする。これにより外側底蓋片１２２の裏面に内側底蓋片１３６の
表面が糊１４２により糊付けされ、底部が形成される。組み立てられた側面１４，１６，
１８，８６と底部から成る箱体の内側に収容物を入れる。そして、側面１８の裏面の破断
線１３４の内側に、糊１４４を塗布し、ミシン線９４、折罫線１２８で上フラップ９２，
１２６を各々９０°に正折りし、次に折罫線１１６で上蓋片１１４を正折りし、さらに折
罫線１２０で差込片１１８を正折りして側面１８の裏面に差し込み、糊１４４により差込
片１１８の表面を側面１８の破断線１３４の内側に糊付けし、上蓋部が形成される。これ
で図７に示すように組み立てが完了する。
【００４７】
　次に、包装用箱８２の使用方法について説明する。表示部１００を切り離すときは、ま
ず押込部１０２を押してミシン線１０１を切断し、周縁折曲線１０４，１０６折罫線、９
８を正折りする。このとき内側折曲線１０８，１１０，１１２は逆折りされ、押込部１０
２は箱体の内側にくぼむ。これにより図８に示すように表示部１００と押込部１０２の間
に隙間が生じる。この隙間に指を差し込み、表示部１００を引き起こし、ジッパー線８９
，９０が切断され、上フラップ９２とともに表示部１００が箱体本体から切り離される。
この後、上フラップ９２が不要な場合は、ミシン線９４で上フラップ９２を分離する。
【００４８】
　この実施形態の包装用箱８２によれば、上記各実施の形態と同様の効果を有するもので
ある。側面８６全面を表示部１００と押込部１０２に区切って使用するため、表示部１０
０の面積が広く、表示部１００には多くの表示事項１４６を印刷することができ、情報量
を増やすことができる。押込部１０２は押し易く、箱体の内側に大きくくぼみ、表示部１
００との間に大きな隙間を形成することができ、容易に表示部１００を切り離すことがで
きる。
【００４９】
　次に、この考案の第四実施形態について図１０、図１１に基づいて説明する。なお、こ
こで、上記実施形態と同様の部材は同様の符号を付して説明を省略する。この実施形態の
包装用箱１５０は、紙製等の一枚のブランクシートを打ち抜いて形成された箱体形成片１
５２を組み立てて設けられている。
【００５０】
　図１１は、箱体形成片１５２を表面から見た展開図であり、箱体形成片１５２は、側面
１４，１６，１８，２０が、互いに平行に連接して形成されている。側面１４の側縁部に
は糊付片２２が設けられている。そして、糊付片２２、側面１４，１６，１８，２０は、
各々折罫線２４，２６，２８，３０で区切られている。
【００５１】
　側面１６内には、折罫線４２から僅かに離れた位置に平行に設けられ折罫線２６，２８
に両端部が接して形成された破断線であるミシン線１５４ａと、ミシン線１５４ａの両端
部から折罫線２６，２８と一致して折罫線４６側に延びて設けられ、折罫線２６，２８よ
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間をつなぎ、折罫線４６から僅かに離れた位置に平行に設けられたミシン線１５４ｄが設
けられている。ミシン線１５４ａ，１５４ｄ間には、ミシン線１５４ｃと平行であって折
罫線２８寄りの位置に、ミシン線の切り込みより僅かに長い切り込みの切込線１５４ｅが
設けられている。ミシン線１５４ｃと切込線１５４ｅの中央部には、中央部同士を繋ぐ切
込線１５４ｆが設けられている。
【００５２】
　ミシン線１５４ａ，１５４ｂ，１５４ｄ及び切込線１５４ｅで囲まれた長方形が、表示
部１５４となる。表示部１５４内には、収容物について説明する表示事項１５６が印刷さ
れている。表示部１５４に隣接して、ミシン線１５４ｃと切込線１５４ｅ間に、押込部１
５８が設けられている。押込部１５８も、長方形に形成され、押込部１５８の両端部であ
ってミシン線１５４ａ，１５４ｄの一部が、周縁折曲線として機能する。また、破断線１
５４ｆが、押込部１５８の中央部に位置して、内側折曲線として機能する。
【００５３】
　次に、この実施形態の包装用箱１５２の組立方法、及び使用方法は上記実施形態と同様
である。表示部１５４を切り離すときは、まず押込部１５８の中央部を押して、切込線１
５４ｅの中央部を切断し、押込部１５８の両端部の一対の周縁折曲線であるミシン線１５
４ａ，１５４ｄの一部分を僅かに正折りする。このとき内側折曲線である切込線１５４ｆ
は逆折りされ、押込部１５８は箱体の内側にＶ字形に折り曲げられてくぼむ。これにより
表示部１５４と押込部１５８の間に隙間が生じる。この隙間に指を差し込み、表示部１５
４を引き起こし、ミシン線１５４ａ，１５４ｄが切断され、さらに、ミシン線１５４ｂが
切断され、表示部１５４が箱体本体から切り離される。
【００５４】
　この実施形態の包装用箱１５０によれば、上記実施の形態と同様の効果を有するもので
ある。押込部１５８が表示部１５４に長い範囲で隣接して設けられているため、押込部１
５８を押し込んだ時に、切込線１５４ｅで確実に隙間が生じ、指を差し込みやすくするこ
とができる。
【００５５】
　なお、この考案は、上記各実施形態に限定されるものではなく、各側面や表示部、押込
部の大きさや形状等、自由に変更可能であり、蓋片の構造等も自由に変更可能である。ジ
ッパー線は切込線やミシン線でもよく、その逆でもよく、またブランクシートの厚みの半
分を切断した半切り線等でもよく、円滑に切断できるものであればよい。
【符号の説明】
【００５６】
１０，６６，８２，１５０　包装用箱
１２，６８，８４，１５２　箱体形成片
１４，１６，１８，２０，８６　側面
２２，８８　糊付片
４８，１００，１５４　表示部
５０，７０，１０２　押込部
６２，１４６　表示事項
４８ａ，５２，９４，１０１　ミシン線
４８ｂ，４８ｃ，８９，９０　ジッパー線
５１，７６，１０４，１０６　周縁折曲線
５４，７８，８０，１０８，１１０，１１２　内側折曲線
７２，７４　破断線
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